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はじめに

ブラジルは南米に位置し、約851万平方キロメートルの面積を持つ大国である。その広大な土
地は、国内に多様な気候や生態系を有しているだけでなく、地理的にも重要な役割を果たしてい
る。特に、ブラジルはエクアドルとチリを除く全ての南米諸国と国境を接しており、地域におけ
るその存在感は非常に大きい。この国境の長さは、ブラジルが南米大陸における中心的な役割を
担っていることを示している。
ブラジルは南米最大の国の上で、多様な文化、豊富な自然資源、そして経済の急速な発展によ
って世界的な重要性を持つ国である。2022年の国内総生産（GDP）は9.9兆レアル（約1.92兆ドル）
であり、同年のGDP成長率は2.9%であった。これにより、ブラジルが世界経済における重要な
役割を担っていることが示される。また、世界第７位の人口規模を持つ国であり、約２億5310万
人の市民がこの国の基盤を形成している。
経済の安定性に関しても、ブラジルは注目すべき国である。過去12 ヶ月のインフレ率は3.94％
に抑えられており、経済の安定に寄与している。さらに、一般物価指数（IGP-M）は2022年に
5.45％を記録している。これらの指標は、ブラジルが経済的に安定した成長を続けており、世界
市場におけるポテンシャルの大きさを示している。
このような広大で影響力のある国において、知的財産法は内国市場のみならず、南米全体にお
ける影響力にも重要な意味を持っている。ブラジルにおいて活動する者にとって、同国の知的財
産法を理解することは不可欠である。本論文では、ブラジルの法律体系、特にブラジルの産業財
産法に関して、基本的な紹介を行うことを目的としている。ブラジルの法律と知的財産の現状に
ついての洞察は、国内外の投資家、法律家、そしてその他の関係者にとって価値ある情報源とな
るだろう。

ブラジルの法制度

ブラジルの法体系は、ヨーロッパ大陸法の伝統に深く根ざしており、主にポルトガル法、ドイ
ツ法、フランスのナポレオン民法典の影響を受けている。これらの法体系からの影響は、特に民
法の分野で顕著である。ブラジルの法体系は、成文法を中心に構築されており、その構成は連邦
法と州法からなる。この成文法の主体は、民事、商事、刑事、手続、航空、海事、電気通信、ラ
ジオ放送、環境、資本市場、金融制度（銀行法や証券法等）、エネルギーなどの広範な分野を覆
う。大陸法系国家として、ブラジル法の主要なルールは民法典や刑法典など、各分野に特化した
成文法によって規定されている。
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